
施工状況 特殊先端刃

概　要
　従来のサンドコンパクションパイル工法（SCP工法）は、
周辺地域に及ぼす振動・騒音の影響が大きかったが、今回新
たに開発したSDP-Net工法は静的エネルギーを使用するた
め、低振動・低騒音で施工することができる環境に優しい静
的SCP工法である。
　これまでのSDP-N工法に特殊先端刃を装備することによ
り、軟弱地盤中に硬い中間層（Ｎ値25程度の砂層）があった
場合でもケーシングパイプの貫入を可能にしている。

特　長
１．環境への配慮
バイブロハンマーを使用せず低振動・低騒音で施工できる
ため、市街地での施工や既設構造物に対する振動・騒音の
影響が振動式SCP工法に比べて格段に小さい。
２．高品質な改良効果
ケーシングパイプの先端周辺に取り付けてある特殊機能を
備えた地盤掘削翼等により、ケーシングパイプ直下の土砂
を崩壊させながら、崩壊した土砂を下方に押し込むことな
く、強制的に削孔壁に押し付けることができるため、杭間
地盤の締固め効果の向上が期待できる。
３．硬土地盤への貫入能力の向上
ケーシングパイプ先端部に、硬土地盤への貫入を可能にす
るための特殊先端刃を装備することにより、軟弱地盤中に
Ｎ値25程度の硬い中間層があった場合でも、施工が可能と
なった。従来工法のように、アースオーガによる先行削孔
工が不要となり、安全性・経済性が向上する。
４．資源の有効活用
砂および砕石の他に、再生砕石等のリサイクル材を改良材
として有効利用できる。

掘削拡径ヘッドの特長
Ａ：地盤掘削翼
新型の地盤掘削翼により、ケーシング外周部直下の土砂を
確実に掘削し強制的に崩壊させ、その土砂をＢ部に移送。SCP
造成時には振動式SCP工法の鉄蓋同様の役割を果たす。

Ｂ：掘削爪
ケーシング周辺地盤の掘削、ケーシング外周周面摩擦の低
減およびＡで崩壊させた土砂をＣへ移送する。
Ｃ：掘削ブロック
Ｂから送られた土砂を水平方向の削孔壁に強制的に押し付
ける。
　Ａ→Ｂ→Ｃの順序で掘削土砂を削孔壁へ強制的に押し付ける。

施工方法

陸上地盤改良工

SDP-Net工法
（静的締固め地盤改良工法）

NETIS登録番号：KTK-210011-A
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〒101-0021　東京都千代田区外神田2-2-3　あおみ建設㈱内
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①ケーシングパイプ内にパイル材（中詰め材）を投入する。
②ケーシングパイプを回転貫入装置による正転（時計回り）で地盤中に
貫入させる。
③ケーシングパイプを所定深度まで貫入させる。
④ケーシングパイプ内の砂面計でパイル材天端面を確認後、ケーシン
グパイプを逆転（反時計回り）で引き抜きながら、ケーシングパイプ
先端から所定量の中詰め材を排出する。
⑤ケーシングパイプを押し下げ、所定長（500㎜標準：硬土地盤では
200～500㎜）、所定径（φ700㎜）の拡径杭を造成する。
⑥拡径杭（φ700㎜）の造成完了。
⑦ケーシングパイプを反転で引き抜きながら所定量のパイル材を排出
し、施工基面までドレーン杭を造成し完了する。
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概　要
　本工法は、炭素繊維シートを用いて、既存建築物の独立柱、
垂壁・腰壁付柱、袖壁付柱、耐震壁、スラブ付梁等の耐震部
材を補強する工法である。ＣＦアンカー（炭素繊維ストラン
ドを束ねたもので、この束ねたストランドの端部を扇状に広
げて炭素繊維シートに接着する）を併用することにより、炭
素繊維シート補強のメリットである施工性、安全性、静粛性
はそのままに、壁付柱やスラブ付梁・耐震壁にも、独立柱と
同様に高い補強効果が得られる。本工法の「既存建築物の耐
震改修設計施工指針」は、数多くの実験データに基づいて作
成されており、（一財）日本建築防災協会の技術評価を更新取
得（建防災発第18065号 /2018年 4 月）している。また、（一財）
土木研究センターから炭素繊維シート端部の定着材料として
「ＣＦアンカー」の建設技術審査証明を更新取得（建技審証
第0603号 /2011年11月）しており、建築物だけでなく橋脚・
橋梁、水処理施設等のコンクリート構造物の補強分野にも適
用されている。

特　長
・ 資材が軽量で大がかりな機材、および火気や溶接が不要で、
かつ、騒音、振動が少なく鋼板補強やコンクリート巻き立
てなどの工法に比べ短工期で施工が可能。
・ ＣＦアンカーを用いるため、従来、補強が難しかった既存
建築物の壁付柱や梁、壁の補強にも斫作業がない、また、
アングルやあと施工アンカーなども必要とせず、すべて炭
素繊維で補強可能なため、施工が容易。
・ 建物の耐震性能（耐力、変形性能）を向上させることがで
き、その評価方法及び耐火性能の評価方法が確立している。
2柱式Ｉ型断面の橋脚ウエブ部補強、箱型桁橋梁の桁部補
強等に採用されている。
使用材料／ SR-CF工法研究会が規定する評価試験に合格

した材料とする。
施工可能企業／施工品質確保の観点から SR-CF工法研究

会会員で繊維補修補強協会が付与する有資格者
が在籍し、研究会が実施する設計施工講習会受
講者の指導による施工に限定。

施工実績
施工地区／全国
実績件数／（官）1300件以上（2021年 1 月末現在）
　　　　　（橋梁関係、上下水道処理施設、建築物）
　　　　　（民）1231件以上（2021年 1 月末現在）
　　　　　（建築物・土木構造物）

適用条件・範囲
［適用条件］　自然条件／ 気温が 5℃以上、結露・漏水がない

こと。
　　　　　　作業条件／ 作業スペースは補強したい部材周り

に 1ｍ幅以上確保できること。
［適用範囲］　 適用可能な範囲／補強対象となる建物は、建築

年代や用途により鉄筋の種別（丸鋼、異形鉄筋）
や構造形式（ＲＣ造、ＳＲＣ造）などさまざま。
SR-CF工法では、各種構造に対応した補強設
計が確立されている。また、補強する既存建
築物部材のコンクリート強度は11.8N/m㎡以上
（設計式は 9 N/m㎡まで適用できることを実験
により確認済）、橋梁などの土木構造物の場合
のコンクリート強度は21N/m㎡以上。

建築工事／解体・改修工事／特集‒181
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SR-CF工法研究会
〒103-0027　東京都中央区日本橋1-13-1　日鉄日本橋ビル
TEL 03-3510-0341　FAX 03-3510-1196
URL http://www.sr-cf.com/

耐震・免震・制震工事

SR-CF工法
NETIS登録番号：（旧）KT-010053-V

建築工事 解体・改修工事
掲載年 ●
掲載月 ●

施工実績
施工地区／全国
実績件数／（官）1329件（2022年 1 月末現在）
　　　　　（橋梁関係、上下水道処理施設、建築物）
　　　　　（民）1250件（2022年 1 月末現在）
　　　　　（建築物・土木構造物）

建築工事／解体・改修工事／特集–191
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特集–190／建築工事／解体・改修工事

ビトパッカー工法　施工例

施工後20年でも劣化せず、LCCも圧縮する止水技術
ひび割れの隅々まで止水剤を充填できる「ビトパッカー工

法」をはじめ、コンクリート構造物の長寿命化に貢献する止
水技術に定評のある株式会社アクアテック。その実績はダム、
国道トンネル、道路橋床版、分水槽（農水省）、鉄道地下路
線など多岐にわたり、さらに従来技術では困難なASR対策、
塩水浸入対策も実施しており、あらゆる現場に対応できるノ
ウハウを有している。
同社では施工後の追跡調査も定期的に行っており、国交省

案件で15年以上、民間案件では20年以上の長期的な防水効果
が確認され、経年劣化による失効例はない。ここで紹介する
３技術は、その優れた安定性と耐久性から新技術として
NETIS登録された実績もあり、国交省が重視するLCC（ラ
イフサイクルコスト）の低減にも貢献するものである。

【完全止水とコンクリート再強化を両立　ビトパッカー工法】
コンクリート構造物の漏水ひび割れおよびコールドジョイ

ントの補修工法。低圧注入
工法などで見られる“表面
注入”とは異なり、対象躯
体の中心部に向けた注入孔
を設け、そこから止水剤を
“内部注入”するのがポイン
トである。これにより止水
剤の充填性は格段に向上す
る。この充填精度は、ひび割れ表面からの止水剤のリークで
目視確認が可能である。以下に具体的な施工方法を示す。
使用する液剤は性質の異なる２液。まずφ10㎜の小径パッ

カーを用い、劣化部に向け「ウォーターセラミックGF」を
先行注入。コンクリート細部まで深く浸透し、微細なひび割
れを確実に止水することにより、コンクリートセメント中に
含まれる水酸化カルシウムの溶脱を阻止する。
次に、ウレタン樹脂で見られる加水分解やバクテリア菌類

など生物繁殖による風化がない長期安定用止水剤「ビトグラ
ウトN」を圧入。0.01～数㎜までを完全に充填し、水経が遮
断される。

この２段階手法により、従来の工法と比べ長期安定性能が
大幅に向上する。なお最新の追跡調査報告では、施工後20年
を経過した現場においても再漏水箇所は見当たらなかった。
※NETISプラス登録：（旧）AC-170026-P

【無駄のない施工で確実に防水　ビトグラウト-R工法】
塩害対策やASR対策は、単純な止水にとどまらず防水層
の形成が求められる難易度
の高い工事である。「ビト
グラウト-R工法」はこうし
た案件にも確実に対応でき
る防水工法であり、既存構
造物の防水層を再生するの
が特長。道路橋床版・屋
上・地下駐車場等に多数の施工実績がある。
従来技術のように既存防水層の撤去、設置設備の移設作業
の必要がなく、また占有規模の増大や施工中の防水機能喪失
（雨漏れ）などの心配もない。施工は上向き・下向きどちらか
らも可能なので施工場所を選ばず、最小限の作業で無駄のな
い施工ができる。
※NETISプラス登録：（旧）AC-150003-P

【トンネル・カルバート等に　ビトグラウト-UG注入工法】
地下構造物の漏水を抑制する工法。躯体コンクリートに小
口径削孔ドリルで貫通孔を
開け、そこから外側（裏面）
に水性エマルション樹脂を
注入。あらゆる漏水経路を
樹脂が逆流浸透し、新たな
遮水層を形成する。
「あと施工外防水」と呼
べるほどの、高い安定性能
を有するのが特長。付着力が大きく体積の減少もほとんどな
いので、従来工法で懸念される再漏水もほとんどない。沿岸
地域のコンクリート構造物に多数採用されている。
※NETISプラス登録：（旧）AC-170027-P

防水工事（公共建築工事標準仕様）

ビトパッカー工法
ビトグラウト-R工法
ビトグラウト-UG注入工法

NETIS登録番号：（旧）KK-020003-V

NETIS登録番号：（旧）KK-010015-A

NETIS登録番号：（旧）KK-000021-V

株式会社アクアテック
〒660-0052　兵庫県尼崎市七松町1-2-1　フェスタ立花北館4F
TEL  06-6413-3135　FAX 06-6413-3137
URL  http://www.aquatec100.co.jp/
mail  info@aquatec100.co.jp

［資料請求先］営業本部（TEL.06-6413-3135、FAX.06-6413-3137）
［拠点］中国支部（〒682-0806　鳥取県倉吉市昭和町2-22、TEL.0858-26-3110、FAX. 
0858-26-3150）

施工前 施工後
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得（建防災発第23002号/2023年4 月）している。また、（一財）
土木研究センターから炭素繊維シート端部の定着材料として

「ＣＦアンカー」の建設技術審査証明を更新取得（建技審証
第0603号/2021年11月）しており、建築物だけでなく橋脚・
橋梁、水処理施設等のコンクリート構造物の補強分野にも適
用されている。

実績件数／（官）1366 件（2023 年１月末現在）
　　　　　（橋梁関係、上下水道処理施設、建築物）
　　　　　（民）1329 件（2023 年 1 月末現在）

特集–178／建築工事／解体・改修工事
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